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審   査   の   要   旨 
 
 近年、生物多様性の維持が叫ばれ、里山景観の保全が注目を集めるようになってきた。その要素であ
る水田と里山の雑木林、溜池の３者のネットワークは、それらを利用する生物の多様性を増し、その保
全は我々の生活環境を向上させるものと指摘されている。しかし、里山景観を構成する個々の要素にお
ける生物は調べられても、景観全体を利用する動物の生活史については考慮されていなかった。 
 本研究では、溜池の幼虫群集の季節的変遷や立地環境の違いから、里山景観に特徴的な蜻蛉目の生活
史を論じている。次いで、シオカラトンボ属２種の生活史戦略を標識再捕獲法や雌の繁殖力によって比
較解析し、ネットワークの重要性を指摘した。次に、水田が放棄された場合の二次遷移の進行状況をハ
ンノキ群落の成長から解析した例を示して、放棄水田の増加が里山景観の構成要素を減らし、里山に生
息する蜻蛉目昆虫の生息場所を悪化させる可能性を指摘した。これらの理解のため、学校教育の中に組
み込まれた環境教育用教材としての蜻蛉目昆虫の扱われ方を概観し、教材としての提案も行なっている。 
 里山景観全体を生活史の中に組み込んでいる動物を定量的に把握した研究は少なく、本研究は里山における
生物多様性の研究の発展に大きく貢献したと言えよう。里山景観の保全事業や啓発活動に対する応用も期待さ
れ、高く評価できる。 
平成２８年１月１９日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最
終試験を行ない、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行なった。その結果、
審査委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（環境学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
